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神奈川県保健医療計画 進捗状況評価調書 

 

 

 

 

とりまとめ担当課：健康増進課 

 

１ 課題に対するこれまでの取組実績 

 

（１）乳幼児期・学齢期 

 

→ 重度う蝕につながるリスク要因を保有している幼児に対し、歯科保健指導やフッ化

物を応用した予防等を行った。（H30:受診者数 2,290名） 

→ 障がい児やその家族等に対し、歯科疾患予防や摂食機能発達支援等に関する知識の

普及やセルフケア技術習得のための指導を行った。（H30:受診者数 416名） 

→ 県民の行動目標である「健口かながわ５か条」を普及し、かかりつけ歯科医を持 

つことやセルフケアを実施することへの啓発を行った。（H30:学齢期普及者数 延 

152 名） 

（２）成人期 

 

→ 歯周病を予防し、進行抑制するためのセルフケアの方法・生活習慣に関わる知識及

び検診受診の普及を推進した。（H30:指導者数 1,842名） 

→ 県民の行動目標である「健口かながわ５か条」を普及し、かかりつけ歯科医を持つ

ことやセルフケアを実施することへの啓発を行った。（H30:成人期普及者数 延

2,323名） 

（３）高齢期、障がい児者及び要介護者 

 

→ 県民の行動目標である「健口かながわ５か条」を普及し、かかりつけ歯科医を持つ

ことやセルフケアを実施することへの啓発を行った。(H30:高齢期普及者数、延 553

名) 

→ 特定地域において、オーラルフレイル改善プログラムを実施した。（H30:172名） 

→ 在宅で療養する高齢者や障がい児者を対象に、訪問による口腔ケアの実施と口腔機

能発達の支援相談を行った。（H30:82 回、延 124名） 

→ 障がい児者を対象に、口腔内診査、う蝕予防処置等、歯科保健指導や摂食機能発達

支援相談を行った。（H30:243 回、延 521名） 

（４）歯科保健医療サービス提供のための環境整備 

 

→ 神奈川県歯及び口腔の健康づくり推進協議会を開催した。（H30:２回） 

→ 各地域において、歯及び口腔の健康づくり推進委員会を開催した。（H30:７回） 

→ 健口体操等を通じて地域の歯及び口腔の健康づくりをサポートするオーラルフレイ

ル健口推進員（8020運動推進員）を養成・育成及び活動支援を行った。（H30:養成

数 62名） 

 

＜項目＞ 

第３章 未病対策の推進 

第３節 歯科保健対策 
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２ 参考指標の推移 

指標名 単位 
神奈川県内 参考指標を 

設定した理由 
備考 

H30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 

       

 

 

 

３ 課題ごとの進捗状況の評価 

（１）乳幼児期・学齢期 

評価 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

評価分析 
・ むし歯や歯肉炎予防の方法や歯及び口腔の健康づくりに関する直接的な支

援や情報提供等を行った。 

評価理由 
・ 地域差や重症型むし歯の幼児は一定程度存在するものの、むし歯のある幼

児や学童・生徒は年々減少しているため、比較的順調に進捗している。 

 

（２）成人期 

評価 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

評価分析 
・ セルフケアやかかりつけ歯科医を持つことの重要性について県民へ普及し

た。 

評価理由 
・ 自分自身の歯及び口腔の健康づくりに関心を持つきっかけとなっていると

考えることから、比較的順調に進捗している。 

 

（３）高齢期、障がい児者及び要介護者 
評価 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

評価分析 ・ オーラルフレイル改善プログラムの普及を推進した。 

評価理由 
・ 特定の地域ではあるものの、改善プログラムを実施した多くの県民は、口

腔機能の状態が向上したことから、比較的順調に進捗している。 

 

（４）歯科保健医療サービス提供のための環境整備 

評価 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

評価分析 

・ 健口体操等を通じて地域の歯及び口腔の健康づくりをサポートするオーラ

ルフレイル健口推進員（8020 運動推進員）を養成・育成及び活動支援を行っ

た。 

評価理由 

・ オーラルフレイル健口推進員（8020 運動推進員）の地域における活動回数

は年々増加傾向にあり、多くの県民の歯及び口腔の健康づくりに対する関心

の高まりにつながっていると考えるため、比較的順調に進捗している。 
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４ 総合評価 

評価 評価理由 

Ｂ 
神奈川県歯及び口腔の健康づくり推進計画に基づき、ライフステージに応じ 

た歯及び口腔の健康づくりを進めているため、比較的順調に進捗している。 

 


